






1.はじめに 

ハイリスク新生児に対する医療は,多くの医療施設で NICU を中心に積極的に行なわれ,ハ

イリスク新生児の救命と心身障害の発生予防に貢献してきている。しかしハイリスク新生

児の管理は,新生児期で終わるわけではなく,また新生児医療施設を退院した時点で終わる

わけではない。その後の定期的な健康診査,社会(家庭)生活への適応の援助,異常が疑われ

る場合の適切な事後措置など,継続的な長期間にわたる管理が不可欠である。新生児医療の

最終的な目標である後障害なき救命(intactsurvival)と生命の質(QOL:quality of life)

の向上が達せられるために,新生児の永続的な後障害の頻度が高くなるような条件,即ち危

険因子を考慮にいれ,さらにそのリスクの評価とハイリスク児の同定を行ない,そのリスク

に応じた継続的管理と事故措置を行なうことが重要である。 


